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      ＜連絡先＞ 

       担 当 部 署 名 幸田町環境経済部産業振興課 

              所 在 地 愛知県額田郡幸田町大字菱池字元林 1 番地 1 

       電 話 番 号 ０５６４－６３－５１２１（直通） 

              Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０５６４－６３－５１２９ 

       メールアドレス sangyo@town.kota.lg.jp 

 

 

 



１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣  大型獣：イノシシ、ニホンジカ 

 中型獣：ハクビシン、アライグマ、ヌートリア 

  鳥獣：カラス、キジバト、ドバト、カワウ、ムクドリ、

ヒヨドリ、カルガモ、スズメ 

 計画期間   令和６年度～令和８年度 

 対象地域  愛知県額田郡幸田町 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和４年度） 

鳥獣の種類 被害の現状 

 品 目 被害数値 

イノシシ 

 

水稲 

水稲以外（野菜類等） 

826 千円、0.7ha 

239 千円、0.2ha 

ハクビシン、アライグマ 野菜類 

果樹類 

881 千円、0.07ha 

1,584 千円、0.26ha 

カラス 野菜類 

果樹類 

1,214 千円、0.21ha 

1,800 千円、0.55ha 

 

（２）被害の傾向 

〇イノシシ 

・生息状況 

  町内の北東部から南東部の山付近が主な生息域である。生息数は不明

である。捕獲数は年によってばらつきがある。 

・被害発生時期 

  水稲と野菜類（さつまいも等）の収穫期前頃から被害が目立つように

なる。８～９月の被害が多く、野菜類の被害は夏秋作が主体である。 

・被害の発生場所 

  被害の多くは、南東部の山裾に柵の設置していない地域が多く発生し

ている。 

・被害地域の増減傾向 

  柵の設置がしてある地域は減少傾向、柵のない地域の被害が増加傾向

である。 

〇ニホンジカ 

・生息状況 

  町内の北東部の山付近が目撃されている。生息数はあまり多くないと

推察される。 

・被害の発生時期・場所 

  ニホンジカによる農作物の被害報告はない。  

〇ハクビシン、アライグマ 



・生息状況 

  市街地を含む町内全域に生息しているとみられる。生息数は不明だが、

目撃の事例等から、ほぼ横ばいであると推察される。 

・被害の発生場所 

  桃やぶどう、いちごなどが栽培されている場所で多く発生している。 

・被害地域の増減傾向 

  ほぼ横ばいである。 

〇カラス 

・生息状況 

  中心市街地を含む町内全域に生息しているとみられる。畜産施設があ

る町内北東部に特に多く生息しているとみられる。 

・被害の発生時期 

  野菜類では年間を通じて被害が発生する。果樹の被害は収穫期に集中

的に発生する。 

・被害の発生場所 

  比較的市街地に近い場所を含め、町内全域で発生している。町内北東

部、南東部で多く発生している。 

・被害地域の増減傾向 

  増加傾向である。 

 

 

（３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和４年度） 目標値（令和８年度） 

被害金額 

 

イノシシ 

中型獣 

カラス 

1,064 千円 

2,500 千円 

3,153 千円 

イノシシ 

中型獣 

カラス 

1,000 千円 

2,250 千円 

3,000 千円 

合計 6,717 千円 合計 6,250 千円 

被害面積 

 

イノシシ 

中型獣 

カラス 

0.94ha 

0.34ha 

0.90ha 

イノシシ 

中型獣 

カラス 

0.90ha 

0.30ha 

0.85ha 

合計 2.18ha 合計 2.05ha 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕 獲 等

に 関 す

る取組 

 

 

〇全体 

幸田町から幸田猟友会に有害鳥

獣捕獲業務を委託している。 

捕獲期間：4 月 1 日～3 月 31 日 

 

 

数年前に比べ被害は減少してい

るが、依然として被害が発生し

ている。 

 



〇捕獲檻貸与 

町所有のイノシシ捕獲檻 35 基、

中・小型獣類捕獲檻 20 基を貸与

し猟友会を中心に捕獲を行って

いる。 

 

〇センサーカメラの活用 

町所有のセンサーカメラで獣類

の動きを把握することで、捕獲の

効率化を図っている。 

 

〇狩猟免許取得支援 

狩猟免許の取得費用に対し全額

補助金を交付している。 

上限＝銃又はわな：21,000 円 

  ＝銃及びわな：31,000 円 

年度 銃人数 わな人数 

R2 0 6 

R3 0 1 

R4 0 2 

 

〇有害鳥獣対策捕獲事業 

幸田町鳥獣害対策協議会が主体

となり、平成 27 年度から有害鳥

獣の捕獲者に報償金を交付して

いる。 

 

捕獲檻の数に限りがあるため、

効率的な貸与が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

担い手を確保するため、本事業

の周知が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国事業のため、規定に基づいた

捕獲及び捕獲確認が必要であ

る。 



防 護 柵

の 設 置

等 に 関

す る 取

組 

〇獣害対策事業 

農産物被害を防止するための防

護柵等の資材費に対し補助金を

交付している。 

補助率＝資材費の 2 分の 1 以内 

上限 50 万円 

年度 距離（ｍ） 

R２ ３，５５５ 

R３ ３１６ 

R４ １，２７７ 

R５ （予定）１５８ 

（参考）国費導入柵 

延べ 16,582ｍ（Ｈ27～Ｈ29 設置） 

 

今後、侵入防護柵が設置されて

いない地域における、集落全体

での防護柵設置に向けた当事者

意識の向上が喫緊の課題であ

る。 

生 息 環

境 管 理

そ の 他

の取組 

 侵入防護柵が設置されていない

地域におけるイノシシ被害が報

告される地域においては、農家

ごとの対策がなされているが、

一方農家ごとの対策には限度が

あり、集落全体での対策が実施

できるよう、地域の当事者意識

や連携を深めることが今後必要

である。 

 

（５）今後の取組方針 

・農家への被害状況調査を継続的に実施し、正確な被害状況の把握に努め

る。 

・新たな担い手の確保するために、狩猟免許取得支援事業の周知を徹底し、

有害鳥獣捕獲従事者の増加を目指す。 

・設置した侵入防止策の管理を徹底することで、被害減少を目指す。 

・放任果樹の除去、耕作放棄地の解消、廃棄農作物の適正処分等の環境整

備を推進する。 

・「捕獲」と「防御」の両方の取組を地元住民、猟友会、JA、町、その他関

係機関と連携して実施していく。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

引き続き、幸田町と幸田猟友会が連携して捕獲体制を整える。 

 猟友会以外の担い手による捕獲について検討する。 



 イノシシ、中型獣は箱わな、カラスに関しては、猟銃使用が可能な区域に

おいて、猟友会による追い払いを兼ねた猟銃によるカラス駆除を継続する。 

 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥

獣 

取組内容 

令和６年

度 

  ～   

令和８年

度 

大型獣 

小・中

型獣 

鳥類 

 

・捕獲檻の設置場所の精査をし、捕獲数の増加を図る。 

・センサーカメラを活用し、捕獲の効率化を図る。 

・狩猟免許取得を推進し、捕獲の担い手を確保する 

・新たな捕獲器具の導入を検討する。 

・情報共有を徹底し、関係機関一体となって捕獲を進める。 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

過去の捕獲実績及び被害状況からの推定値により設定する。 

※ただし、狩猟による捕獲数は含めないものとする。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

 令和６年度  令和７年度  令和８年度 

イノシシ 130 130 130 

ニホンジカ 3 3 3 

ハクビシン 10 10 10 

アライグマ 5 5 5 

カラス 50 50 50 

 

 捕獲等の取組内容 

〇イノシシ 

箱わなによる捕獲を実施する。 

〇ニホンジカ 

被害が発生した場合、箱わなによる捕獲を実施する。 

〇小・中型獣類 

小型の箱わなによる捕獲を実施する。 

〇カラス 

追い払いを兼ねた猟銃による駆除を実施する。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

該当なし 

 



（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

町内全域 

 

愛知県事務処理特例条例に基づき、愛知県から鳥獣捕獲許

可事務が権限委譲されている。 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

イノシシ 

 

 

【町 防護柵設置

補助】 

1,000ｍ 

【協議会 侵入防

止柵整備】 

既設の侵入防止柵

の修繕及び必要に

応じて追加設置 

【町 防護柵設置

補助】 

1,000ｍ 

【協議会 侵入防

止柵整備】 

既設の侵入防止柵

の修繕及び必要に

応じて追加設置 

【町 防護柵設置

補助】 

1,000ｍ 

【協議会 侵入防

止柵整備】 

既設の侵入防止柵

の修繕及び必要に

応じて追加設置 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 

 

取組内容 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

イノシシ 

 

 

地区ごとによる管

理体制とする。 

破損等が発生した

場合は鳥獣害対策

協議会から資材を

提供し、地区の方

で修繕する。 

同左 

 

 

同左 

 

 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和６年度 

  ～ 

令和８年度 

 

全対象鳥獣 

 

・生産組合長を通じた組合員に対する農作物被害

状況調査を実施する。 

・侵入防止柵整備事業に取り組んでいる地区にお

いて、地区ごとの管理を継続的に実施する。 

・緩衝帯の整備等により鳥獣の出没を抑制する手

法を検討する。 

・放任果樹の除去、耕作放棄地の解消、廃棄農作物

の適正処分等の環境整備を推進する。 
 
 



６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

幸田町 産業振興課 ・情報の取りまとめに関すること 

・関係機関との連絡調整に関すること 

・鳥獣捕獲申請・許可に関すること 

幸田猟友会 ・痕跡等個体調査、追払、捕獲への協力に関す

ること 

警察署 ・地域住民の安全確保に関すること 

・交番・駐在所との連絡調整に関すること 

・必要に応じて町民への広報（周知・啓発） 

愛知県西三河農林水産事務

所農政課、農業改良普及課 

・被害防止のためのアドバイス等に関すること 

 

（２）緊急時の連絡体制 

 

 

 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

捕獲等をした対象鳥獣は埋却・焼却しており、今後も継続していく。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品  

 

ペットフード  

 

皮革  

 

その他 

（油脂、骨製品、角製品、動 

物園等でのと体給餌、学

術研究等） 

 

 

 

住民 愛知県 猟友会 

幸田町 

岡崎警察 



（２）処理加工施設の取組 

 

 

 

 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 

 

 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 幸田町鳥獣害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

西三河農林水産事務所農政課 農作物被害対策に関する指導・助言 

西三河農林水産事務所農業改

良普及課 

農作物被害対策に関する指導・助言 

幸田町農業委員会 農業被害情報の提供、対策の提案 

あいち三河農業協同組合 農業被害情報の提供、対策の提案 

愛知県農業共済組合 農業被害情報の提供、対策の提案 

幸田猟友会 有害鳥獣捕獲、対策の提案 

幸田町主任生産組合長会 農業被害情報の提供、対策の提案 

幸田町関係区長 農業被害情報の提供、対策の提案 
 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

西三河県民事務所環境保全課 鳥獣の保護管理に関する指導・助言 
 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

 

 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

町民（地元住民）及び農家へ鳥獣被害対策について理解と協力を周知する。 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

今後、被害状況や捕獲数が明らかになっていく中で、本被害防止計画が実

態にそぐわないと判断されるときは、実態に合わせて修正を行う。 

 


